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令和７年度第１回天童市総合教育会議議事録 

 

総務部総務課 

 

１ 日時 令和７年１１月２５日（火）午前１０時５７分から午後０時６分まで 

 

２ 場所 本庁舎「３階会議室」 

 

３ 出席者 

(1) 出席構成員 

天童市長 新 関   茂   教育長  松 田 義 彦 

教育委員 村 山 晴 香   教育委員 松 村 昌 子 

教育委員 大 内 あゆ子   教育委員 工 藤 昭 広 

(2) 説明のため出席した者の職氏名 

教育次長 松 本 孝 志   学校給食センター所長 森 谷 英 明 

学校教育課長 伊 藤 顕 吾  生涯学習課長 押 野 一 貴 

教育総務課課長補佐兼庶務係長 村 山 広 子 

(3) 事務局職員の職氏名 

総務部長 結 城 洋 史   総務課長 山 口  淳 

総務課課長補佐兼行政係長 丸 子 正 彦 

総務課行政主査 佐 藤 佳 行 

 

４ 議事録署名員  教育長 松 田 義 彦 

 

５ 次第 

(1) 開会 

(2) あいさつ 

(3) 協議・調整事項 

 ア 教育大綱に基づく施策の年度上半期の総括について 

イ 教育委員会として今後重点的に講ずべき施策について 

(4) 閉会 
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６ 会議の内容 

発言者 発言内容 

丸子課長補佐

（司会） 

 

 

 

 

 

新関市長 

 

 

 

 

松田教育長 

 

 

 

新関市長 

 

 

伊藤学校教育課

長ほか 

 

新関市長 

 

 

村山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 (1) 新関市長 

 (2) 松田教育長 

 

３ 協議・調整事項 

暫時、議長を務めさせていただきます。 

まず、天童市総合教育会議運営要綱第４条第２項の規定に

より、議事録署名員を指名させていただきます。 

松田教育長にお願いしたいと思います。 

 

はい。 

 

(1) 教育大綱に基づく施策の年度上半期の総括について 

 

最初に、「教育大綱に基づく施策の年度上半期の総括につ

いて」説明を求めます。 

 

（資料に基づき説明） 

 

 

 ただ今説明がありましたが、皆様から御意見、御質問があ 

りましたらお願いします。 

 

地域学習支援事業で、小学校に地域の先生や各分野におけ

る専門家が講師とお越しいただいた際は、私も３回授業に参

加したが勉強になり、大変良い機会だと思った。 

ただし、中学校では受験もあり、子どもたちも大きくなっ

ていることもあるかと思うが、もし可能であれば中学校で

も、違う方面からの専門的な授業を少し取り入れていただけ

ると良いかと思った。 

また、芸術文化・スポーツ推進では、生涯スポーツの推進

の一覧表を見ると色々あるが、パークゴルフ等の子どもや若
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伊藤学校教育課

長 

 

 

 

 

押野生涯学習課

長 

 

 

 

 

 

 

大内委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年層が参加しづらい競技もあるかと思った。それと置き換え

るものが何かというのはちょっと難しいが、運動会に比べて

参加しなくなった。 

芸術においては、私が関わらせていただいたところしか存

じ上げないが、天童北部公民館が一生懸命取り組んでおり、

新聞でもたくさん取り上げられた。大学とのコラボや地域外

の私のような者も呼んでいただき、事業の中で、スケッチコ

ンクールなどに参加させていただいた。そのような地域の活

動ではあるが、地域外の方や大学とコラボして興味を広げて

いくことは大切だと思った。 

 

 中学校の授業としては、そのようなことがあっても良いか

と私自身も思っている。この活力ある学校づくり支援事業と

しては、地域の先生というよりはキャリア教育視点での支援

ということで、講師にお越しいただく機会を設けている。各

学校でも活用していただくようお話ししている。 

  

パークゴルフは参加しづらいということですが、寺津地区

ではグラウンドゴルフをしており、逆に小中学生の参加が多

く、地区によって状況は違うので、そのノウハウを山口地区

にもお伝えし、参加者が増えるように努力していく。大学と

のコラボについては、各市立公民館で様々な事業を行う中

で、住民の方の需要を踏まえながら必要があれば検討してい

きたいと考えている。 

 

 妊娠期から就学期にわたる切れ目のない支援体制につい

て、市民病院では産婦人科がなくなり、天童市ではクリニッ

クが１件だけで、初期の健診するところがそこ以外にもあっ

た方は良いのでは。妊婦さんの安心できる場所がもっと増え

たらと思っており、切れ目のない支援ということなので、是

非支援していただきたいと思う。 

 生涯学習・社会教育の推進について、長岡公民館だけかも

しれないが、ここ数年、自動販売機が設置されていない。他

だと中部公民館では以前駐車場にあったが現在は設置してい

ない。去年や今年と猛暑日が多い中で、公民館で活動してい

る高齢者だけでなく、飲物を忘れてしまったという方がいた

場合、自動販売機がないので大変不便。もしできるのであれ
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押野生涯学習課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松村委員 

 

 

ば使用している方のために給水所があれば。 

 先ほどの芸術文化・スポーツの推進で色々な競技が行われ

ているが、運動会形式の方が色々な種目はあるので楽しいの

かなと思う。地区によっては人数が足りずに町内会として参

加できないところもあり、そこは別の町内会と連携してチー

ムを作っている。 

ニュースポーツも良いが、進行していく人の臨機応変な対

応や、例えばモルックが終わったとしても子どもたちも一緒

にやろうとか臨機応変にするとより楽しくなるのかなと。今

ｅスポーツがはやっているということで、私も１２月１４日

に冬期レクリエーションがあるのですがｅスポーツに参加し

たいと思っている。例えば猛暑の時に外でなく中でできるよ

うなスポーツがあればもっと取り入れていただきたいと思

う。 

 

 自動販売機については、以前モンテディオ山形の協賛で平

成２４年ぐらいにそういった経緯がある。採算が取れなくて

全部の地区で引きあげた状況です。最近も公民館の主事を通

し、自動販売機を置いてもらえないかという協議やメーカー

にも話はしているが、採算が取れないということで置けない

という状況にある。 

 公民館の水の補給については、クーリングシェルターに指

定されているということもあり、調理室の水道を使っていた

だきたいということで、そちらの方は事務所にお声がけして

いただければいつでも使えるので、そのように周知をお願い

しているところでした。 

 地区のレクリエーションについては、先ほど申し上げまし

たが、参加者を確保するのが難しいという状況にあり、その

中で各地区の実行委員会で様々話し合ってこのような状況に

落ち着いている状況にある。 

 あくまで主体は地区住民と公民館になりますので、その場

でいろいろと御意見を頂きながら地区の方で決めていただく

ようにこちらの方から各公民館にお話をする。 

 

社会の発展を支える人材を育てるというコンセプトがとて

も分かりやすくていいなと子どもたちが豊かに育つための大

事なワードがしっかり書かれているなと感じた。その中でも
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特に私が地元に暮らして感じることは、人間は表現者だと思

っている。私たちがどのように表現するか、力を身に付ける

かで一人一人の人生は変わっていくと強く感じる。 

伝えたいと思うのに伝えられない人が社会の中に充満して

いると思っている。社会の中をよく見て自分の思いをしっか

りとしかも豊かに伝えるため、その伝える手段として言葉を

芸術と文化に変えて音楽だったり絵だったり色々なものに変

えてコミュニケーションをするということもすごく素敵な事

でもあり、大事なこと。そして、それを義務教育の過程で、

家庭と学校で子どもたちにそのことをよりはっきりと伝えて

いただきたいなと思う。 

その点でも確かな学力の育成として、思考力、判断力、表

現力と自らの学びを社会づくりに活かそうというワードが非

常に素敵だなと思う。 

あとは、子どもたちが英語力を身に付けるという教育は必

須であると私も思っている。ただし、英語力等の語学力を鍛

え、海外の人たちと豊かに付き合うためには、日本の歴史、

文化というものを知ることがすごく大事だと思う。そして英

語力を身に付けた時に初めて日本人として海外の人たちから

認めてもらえるということを私たち大人も子どもたちもしっ

かり認識していくことは大事なのではないかと最近特に思っ

ている。私たち日本人も自分たちの文化をしっかりと理解し

て実践できるような、そういう必要性を家庭や学校で伝えて

いってもらえればいいのかなと。 

あとは、就学支援等の推進について、義務教育への就学の

支援としては経済的なことやいろいろなことに支援してい

き、義務教育以降の支援としては個々が望む質の高い教育が

受けられるよう支援することはとても大事なことだと思う。 

一人一人のお子さんがどういう要望をもって、どういう学

校に行きたいか、どのような将来を目指すかによって経済的

に厳しいときは支援し、機会均等を図ることはとてもすばら

しいことだと思う。そして、天童市にたくさん優秀な方が戻

ってきて、天童市を支えてくれるといいと思っている。 

最後になるが。アレルギー症状をお持ちのお子さんが増え

ている。一人一人の命に関わることなので対応していただい

ていることに関して私は感謝しかない。これからもますます

環境の変化でアレルギーの方が増える可能性もあり、それに
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伊藤学校教育課

長 

 

工藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤学校教育課

長 

 

 

 

 

 

 

 

対応していっていただきたい。 

それと食育を推進するという内容もこちらに書かれている

が、私が一つ心配していることは給食を食べる時間はどれく

らいなのかなというところ。自分の子どもが給食の時間は短

いよと言っていた記憶がある。食育は、食べながら先生と子

どもたちと会話をすることで食に対する関心がより高まると

思う。あっという間に食べて片付けることも大事ですが、ど

れくらいの時間で食べているのかその辺りを教えていただけ

ればと思う。 

 

給食の時間ですが、準備や片付けもあるので実質食べる時

間は１０分から１５分しかない。 

 

夢を持ち生きる力を育てることについて、アウタースクー

ルの通常の利用者に対して対応する担当者が１名しかいな

い。利用者全員が常にいるわけではないと思うが、もう少し

人的にも配慮していただければ子どもたちのためにはいいの

かなと。それと関連し、前向きに検討するとしたら、アウタ

ースクールの場所に給食を運んでくることはそんなに大変な

のか、衛生管理上絶対無理なのか、または給食センターの方

に子供たちと一緒に毎日ではなく、月１回ぐらい食べること

は可能なのか。子どもたちはそもそも行けないからアウター

スクールにいるのであって、皆で給食を食べにいくというの

は無理な話なのでさせることはできませんけどそのへんのと

ころはいかがなものなのかなと。 

全般的に前期の結果から本当に努力していただいているこ

とは感謝しかない。 

 

まずは、アウタースクールの人員と教室の広さについて、

以前だと登録はするものの実際に通ってくるお子さんはそん

なにいなかったが、最近は登録するとほとんどのお子さんが

通っており、そこが自分たちの居場所になっているのかなと

捉えている。ただニーズとして、勉強が分からなくて少し逃

げたい気分で友達とゲームがしたい、中学３年生になってい

よいよ受験が近付いてきて勉強を頑張りたいとかニーズが大

きく違う中で、同じ部屋で方やゲームでわいわい、方や一生

懸命勉強という環境で果たしてこの子たちにとっていいのか
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森谷学校給食セ

ンター所長 

 

 

 

 

 

 

新関市長 

 

 

 

新関市長 

 

 

 

 

 

伊藤学校教育課

長 

 

新関市長 

 

 

 

村山委員 

 

 

 

なと考えた時にやはり配慮した方がいいのかなと考えてい

る。そして、今は１名で両方を見ているわけなので、なかな

か子どもたちのニーズに答えられないということに関して、

私も申し訳ないと思っている。中学生には勉強に係る支援、

小学生にはゲームに係る支援と役割を分担しながらやってい

けるといいのかなと。ある程度人数がいれば場所の確保が重

要になってくると思っている。 

 

給食については、給食を運ぶということは場所と衛生的な

問題があり、なかなか難しいのかなという結論をいただいて

いる。 

給食センターで食べることですが、現在実情を申し上げる

と、５０人を超える調理人がおり、その方たちが休憩と昼食

を食べる場所として会議室を使っている。そのため、使うと

したらその方たちと相談する必要があります。 

 

他にございますか。 

 

（特になし） 

 

(2)  教育委員会として今後重点的に講ずべき施策について 

 

次に、「天童市の教育等の振興に関する大綱の策定につい

て」の「今後の本市の小規模校のあり方について」説明を求

めます。 

 

（資料に基づき説明） 

 

 

ただ今説明がありましたが、「教育委員会として今後重点

的に講ずべき施策について」皆様から御意見、御質問があり

ましたらお願いします。 

 

小学校自体が地域に愛されているというのはタウンミーテ

ィングに出てよく分かったので、改めていろいろな思い出あ

る大切な場所を守っていくためにも複式学級でも小学校を守

っていくことは大変大切なことだと思う。 
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新関市長 

 

 

 

 

 

新関市長 

 

私は保護者なので、保護者の立場からして、小学校に入学

する時に一切差がないのかということを心配としているの

で、保護者の方たちに説明する時は、メリットとデメリット

をはっきりとお伝えしていただきたい。分からないというこ

とが不安だと思うので是非前向きな思いをお話ししていただ

きたい。例えば、図工とかは学年を超えて学べますよとか、

互いに生徒同士で向上し合えることがありますよということ

をたくさん聞ければ一番いいのかなと思う。 

また、先ほど工藤委員の話にもありましたアウタースクー

ルに通っているお子さんが少人数の方が学びやすいというの

であれば、そちらの方に行ける環境になるとお互いにいいの

かなと思う。その場合、地域の方と地域外の方との関わりと

いうことで、ＰＴＡについて私たちは地域のことが分からな

いのでお願いしますというような元々地域にいた方の負担に

ならないようにやっていただけると一番うまくいくのかなと

思う。 

また、ここの一覧表にある特認校制はすごくいいなと思

う。自由選択性は一番自由があると思うのですが、なかなか

難しいと思う。将来的に、幼稚園のようにこの学校に行きた

いという自由選択性ができればこの地域では生きづらいなと

思った時に抜け道になるなと自由に選択できていいのかなと

思う。 

 

他にございますか。 

 

（特になし） 

 

(3) その他 

 

何かございますか。 

 

（特になし） 

 

４ 閉会 

 


